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野田市郷土博物館・市民会館 

令和 3年度第 1回博物館懇談会議事録 

 

日 時：令和 3年 11月 25日（木）17時～18時 40分 

場 所：野田市郷土博物館 1階展示室、野田市市民会館 市民つどいの間 

出席者：博物館懇談会委員・沼野秀樹、横川しげ子、米川幸克。郷土博物館・杉

山一男、寺内健太郎、奥村麻由美、後藤智輝、柏女弘道（書記） 

 

議題： 

１．特別展「野田の桃源郷～漢詩文にみる岩名桃林と座生沼～」について 

博物館展示室にて寺内学芸員より展示解説を行った（議事録省略）。その後、市

民会館市民つどいの間に移動し、意見交換を行った。 

●意見交換 

杉山：本日はお集まりいただきありがとうございます。改めまして始めさせてい

ただきます。まず、（博物館懇談会の）年間スケジュールを申し上げますと、

あともう一度 1 回開催します。その際には、私たちの指定管理期間が今年度

で切れますので、次の指定についてもお願いしたいということで準備はして

おりますけども、前の（指定管理者の）文化広場から引き継いできた流れの中

で、お気づきのことやご意見を次の回では頂きたいと思っております。よろし

くお願いいたします。それでは、見て頂きました特別展のご感想をお一人ずつ

頂戴したいと思います。 

委員：桃が野田にあったということ、全く知らない状態であった。床の地図の上

を土足で歩けるのは、その場にいるような気になって良かった。 

杉山：地図は好評でありがたく思っている。今回は写真なども古いものなので色

合いが乏しい。（『野田観桃記』の）桃の絵を大きくしたが全体的に黒っぽいと

ころもある。 

委員：小学生は来ているのか。 

寺内：町探検（の授業）で来た小学生に説明をした。なかなか理解してもらうの

は難しい。 

杉山：（来館者も）意見が分かれている所がある。漢詩が多いので、スッと過ぎ

てしまう方もいるし、本当に熱心に読んでいる方もいる。展示としてはよくで

きたと思っているが、難しすぎたなどの考えがあればご意見をいただきたい。 

寺内：（町探検で来館した）小学生は中央小学校であったので、中央小はどこに

あるとか、今どこにいるとか、自分の家はどこかなどの視点で話したところ、

ワイワイと地図を見ていた。その中で桃がたくさんあることなどを話すと興

味を示していた。 



2 

 

杉山：中央小では、土方（秦山）関係がある。中央小から資料を借りてきたので、

学校のものであることを伝えると喜んでいた。 

委員：先日（北部）中学校に行ったら、生徒も見られるように廊下に（博物館の

図録が）出ていた。生徒よりも先生方がとても興味を示していた。交替で見て

いると言っていた。細かく調べてまとめていることがとても貴重で、皆さんの

苦労が報われているのでは。すごく楽しみにしているとのこと。 

委員：大杉様の（展示の）時に岩名の桃林が有名だというのを聞いたが、あんな

広範囲になっているとは。「観桃」というか、あそこまですごかったのかとい

うのは改めて驚いた。野田（全体で）もこういった情報を発信出来ればという

意味ではいい展示だったのではないかと思う。漢文については、好きな人が読

んでもらえればいいかなと。漢文に限らず書に関しても好きな方はいる。改め

て野田の文化に関しては、あの時代の有名な文化人との付き合いがあったと

いうのは、造家さんの力が大きかったのかと感じた。渋沢栄一が来ているとは

思わなかった。 

委員：清水公園と言えば桜で、桃は思ってもみなかった。疑問に思ったのが、（展

示資料の書籍は）観光ガイドではないが、野田はこういったところだと紹介し

ている文章だが、誰宛に書いたもので、何のために出版した本なのか。 

寺内：なかなか難しいが、（文人同士の）仲間うち向けというのが一つ大きいと

ころ。また、漢詩文について言えば、江戸時代になり儒学者が政治の中心に入

ってくる仕組みになってから、漢文を操る能力がどんどん上がっていく。日本

における漢詩文の隆盛としては、明治初期が最高潮。漢詩文が様々な層に広が

っていく時期。西洋化の流れの中ですぐに衰退していくが、漢詩が一般に広ま

っていくのは明治の最初の頃で、そうした中で作られた。南摩羽峰などの著名

人に（序などを）書いてもらったりもしている。（『観桃余芳』の著者たちの）

地元の茨城の人、一般というよりもそうした仲間うちの人たちにみてもらう

ような作品であろう。今回の展示とは直接関係はないが、きちんと読まれてい

ない漢文の資料がたくさん埋もれている。（現代では）読める人が少ないため、

（しっかり研究されていない）資料がまだまだたくさんあると思うので、自分

も今後は目を向けていくべきと感じている。 

杉山：明治のあの頃は教養として漢詩が詠めることが一つのステータスであっ

た。漢詩の結社が出来て、色々な雑誌が出てくる。それが、欧化が進むにつれ

て、洋学が重視されて漢詩などは軽視されていく流れがある。 

寺内：茂木秀山（啓三郎）などが入っていた活詩壇という漢詩サークルの名簿を

見ると 100 人ぐらい載っているが、会社経営者や実業家など、いわゆる文人

などとは一線を画すような、バリバリの実業家だが漢詩をやる人などがいる。

春日部では「成金」として有名な鈴木久五郎も茂木秀山などと同じ活詩壇に入
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って投稿したりしている。いわゆる上流階級のような人たちにとって、漢詩文

ができるというのは一種のステータスの証明ということもあったのではない

か。 

杉山：先ほど出た学校の話でいえば、本日北部公民館に（学芸員が）出向して観

桃の話をして、北部公民館に展示の一部を切り取って、パネルを置かせていた

だいた。2週間ぐらいやらせていただいている。この後、岩名中学校と岩木小

学校が校章に桃をつかっている。（桃の話が）伝承として地元にはあったのだ

ろう。今後学校にお願いして、岩名中と岩木小については学校向けの桃の展示

をやる話を進めている。北部中にはまだ声をかけていなかったが、あそこも谷

津や吉春など岩名の近くでもあるので。 

寺内：アンケートの 11月 24日時点の集計。61枚いただいている。コロナ禍の

中なので（今までと）枚数の比較をするのは難しい。市内の来館者が多く、41

枚が市内。年代は 60～80代と高齢の方が多いが、展示の内容としてもそうで

あろうなという印象はある。（内容評価は）「大変よかった」が 43枚、「まずま

ずよかった」が 14枚。「大変よかった」理由の主なものは、野田に桃があった

ことを知らなかった、それをめぐって観桃が行われたのが面白いとか、高齢の

方なのか、岩名育ちで、庭に昔の名残か桃が数本あって懐かしかった、岩名の

良い所が見直せた、思っていたよりも面白いなど。どうしても固い展示だと思

うが、そういう中でもいろいろな発見をいただいた。「まずまずよかった」と

いう人もいたが、難しかった、漢詩になじみがなくて興味が持てなかったとい

う声があった。印象に残った展示物は、渋沢栄一関係、拓本、『野田観桃記』

の大きい絵などがあり、一番多かったのは床の地図。座生沼が今はなく、桃も

ない。いまと全く違う当時の状況をどうやって見てもらうかと思った際に、ち

ょうど明治 10年代～30年代という、（展示している）資料の時期と地図の年

代が同じだったのでああいった形にした。（地図を）大きくしたいという思い

があったので、壁に張るよりも床にして乗れるようにした。東京の地下鉄の市

ヶ谷駅に江戸城の展示コーナーがあり、江戸時代の地図が床に貼られている。

それが好きだったので。（地図に）乗れると入り込んだようになれる感覚がい

いなと。そうした思いもあってあの地図を作った。 

 

２．新型コロナウイルス感染症の影響と対策について 

杉山：最近だいぶ落ち着いてきたようで、博物館も（9月の臨時休館から）今回

の特別展にあわせて開館できた。市民会館についても（11 月から）夜間の貸

出が再開した。マスク着用で、詩吟などはつけたままお願いするほか、お茶の

場合はお点前の練習はできるけども飲んではいけない、（施設内での）飲食禁

止などの制限は続いている。この冬を乗り切れれば 4 月以降は緩和されるの
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かもしれないが、先の状況はまだよくわからない。まちなかでは、もの知りし

ょうゆ館がまだ開いていないので、団体の方の流れが途絶えている。博物館で

受け付けている市内ガイドの件数は少しずつ増えているので、まちなみ散歩

をする人は復活しつつある。ただ、やはりもの知りしょうゆ館が閉まっている

ので、おおもととしてそこに人が来てという流れができない団体の方がなか

なか来ないという状況は続くであろう。 

 

３．その他 

杉山：次回の予定として、（博物館懇談会は）2 月か 3 月にもう一度開催する。

1月からは初見先生の展示をやる予定になっている。確定したらまたご案内す

る。これは市の企画として行うことになっている。（野田業務サービスの運営

期間）3年間の総括についてご意見をいただきたい。前の（指定管理者の）文

化広場から変わったところで良かった悪かったなどのご指摘を受けたいほか、

次からこうしたことをやってほしいというようなことがあればそれをおっし

ゃっていただきたい。それから、最近庭で竹の花が咲いた。大変珍しいことで、

こちらでブログにアップしたり、市から新聞社に情報を提供したりしたが、口

コミで見に来られる方がたくさんいた。庭園に綺麗なものや珍しいものが咲

いたりすると人が来るのだと痛感した。庭園管理に力を入れたいと考えてい

る。 

 本日はありがとうございました。 


